
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 

 

平成 24 年 4 月 9 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）： 
 拡散テンソル画像による検討の結果、統合失調症患者では、前頭葉と視床、側頭葉とを連絡

する白質線維束の統合が障害されており、その一部が陰性症状の成立に関与することが示唆さ

れた。自己と他者の評価課題による機能的磁気共鳴画像（fMRI）により、前頭前野、大脳正中

構造、後頭頂小葉などの機能変化が、統合失調症における自己意識の障害に関連することが示

唆された。病初期の患者を対象とした構造的 MRI により、前部帯状回の構造変化が統合失調

症の顕在発症に関与することが示唆された。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 A diffusion tensor imaging (DTI) study revealed disturbed white matter integrity in 
bundles connecting the frontal lobe with the thalamus and temporal lobe, a part of which is 
suggested to implicate the negative symptoms in schizophrenia. A functional magnetic 
resonance imaging (fMRI) study using self- and other-evaluation tasks demonstrated 
functional abnormalities in the prefrontal cortex, cerebral midline stuructures, and inferior 
parietal lobule, which provide evidence for neural basis of deficits in self-awareness in 
schizophrenia. A structural MRI study in patients with early phase of psychosis suggested 
the implication of the anterior cingulate cortex in manifestation of overt psychosis in 
schizophrenia. 
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１．研究開始当初の背景 
 
 応募者らによる構造的磁気共鳴画像

（MRI）を用いた先行研究において、統合失
調症に構造的異常が認められ、病態形成に重
要と考えられた脳部位は、ミラーニューロン
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システム（MNS）を含む社会的認知のネット
ワーク構成部位とほぼ一致していた。しかし
ながら、統合失調症における MNS を含むネ
ットワークの構造的・機能的変化についての
研究は乏しかった。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究は、拡散テンソル画像 diffusion 
tensor imaging（DTI）と機能的磁気共鳴画
像 functional magnetic resonance imaging
（fMRI）を用いて、統合失調症患者における
MNS を含む社会的認知のネットワークの構
造的および機能的変化を明らかにし、統合失
調症に特徴的な幻聴や自我障害の背景にあ
ると想定される自己意識の障害の脳内機構
や社会性障害の脳内基盤を解明するととも
に、統合失調症の早期補助診断法に応用する
ことを目的とする。 
 
 
３．研究の方法 
 
 本研究は富山大学医学部倫理委員会の承認
を得て、対象者全員から文書による同意を得
て施行した。 
（1）統合失調症患者 58 名（男 38 女 20；平
均年齢 27.6±6.9 歳）と健常対照者 58 名（男
38 女 20；平均年齢 26.4±3.1 歳）を対象と
した。1.5T の MRI スキャナにより DTI を撮
像し、作成した Fractional Anisotropy（FA）
map を用いて、SPM2 により全脳の FA 値に
ついて両群間で比較した。また統合失調症患
者群の FA 値と臨床症状との相関を検討した。 
 
（2）統合失調症患者 15 名（男 8 女 7；平均
年齢 27.0±5.3 歳）と健常対照者 15 名（男 8
女 7；27.5±4.3 歳）を対象とした。全員が視
力は正常、右利きであった。自己と他者に関
する評価課題として、人物の性格、能力、行
動の特徴を記した文章をスクリーン上に提
示し、自己または他者（親しい友人）に当て
はまるかどうかを判断させ、ボタン押しをさ
せた。対照課題はスクリーン上に提示した指
示通りにボタン押しをさせた。1.5T の MRI
スキャナにて echo-planar imaging （EPI）
法により fMRI を撮像し、SPM8 を用いて課
題、診断の効果を検討した。統計学的有意水
準はボクセルレベル p<0.001 （補正なし）、
クラスターレベル p<0.05（FWE 補正）とし
た。 
 
（3）At Risk Mental State（ARMS）患者
14 名（男 10 女 4；平均年齢 18.9±1.4 歳）、
発症後 1年以内の初回エピソード統合失調症
患者（FES）34 名（男 20 女 14；24.7±5.5

歳）、健常者 51 名（男 30 女 21；23.9±1.8
歳）を対象とした。1.5T の MRI スキャナに
より 3 次元 T1 強調画像を撮像し、SPM8 を
用いて、DARTEL による前処理の後、
voxel-based morphometry（VBM）により灰
白質体積の比較を行った。Cluster ごとに
Non-Stationary Cluster Extent Correction
を用いて検討し、統計学的有意水準は p<0.05
（FWE 補正）とした。また、有意差の見ら
れた cluster の peak coordinate における灰
白質体積を比較した。 
 
 
４．研究成果 
 
（1）統合失調症患者群では、健常対照者群
と比較して、右視床、左上縦束、右上縦束、
左鈎状束、脳梁膝、右下縦束／下後頭前頭束
の FA 値の有意な低下を認めた。また思考の
貧困、意欲・発動性の欠如の得点と脳梁膝部
の FA の間に負の相関を認めた。本研究によ
り、統合失調症患者では複数の神経線維束に
おいて FA 値の低下が認められることが明ら
かとなった。また陰性症状の成立に、左右の
前頭葉を連結する白質線維束の異常が関与
することが示唆された。 
 
（2）自己評価課題および他者評価課題によ
り、統合失調症患者群および健常者群のいず
れにおいても、いわゆる社会脳を構成すると
考えられる内側前頭前野、下前頭回、上側頭
溝領域、頭頂葉後部などを含む脳領域が賦活
された。健常者群では、自己評価課題におけ
る左側の後部帯状回と海馬傍回の賦活が、他
者評価課題におけるより有意に高かったが、
患者群では課題間の差はなかった。また自己
評価課題における右側の上前頭回と縁状回
の賦活が、患者群において健常者群より有意
に高かった。これらの所見は統合失調症にお
ける自己意識の障害の神経基盤に関係する
かもしれない。 
 
（3）FES では、健常者に比較して、左前部
帯状回灰白質の有意な減少が認められた。
ARMS と FES、ARMS と健常者の比較では
有意差を認めなかった。左前部帯状回 cluster
の peak coordinate における灰白質体積につ
いては、FES では健常者より有意に低下して
いたが、ARMS と FES、ARMS と健常者の
比較では有意差を認めなかった。なお、
ARMS のうち現在までに顕在発症が確認さ
れている例では、左前部帯状回の灰白質体積
が FES の平均値近くに分布していた。これ
らの所見から、ARMS における前部帯状回の
形態変化が、後の精神病エピソードの顕在発
症と関連することが示唆される。 
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